		20260917　ひろしまクラブ教育okita
ITC-JカウンスルNo.4　第39期
ITC-JカウンスルNo.4細則に対する修正案/提出例

1 「削除して挿入」の場合
　　　　　　一つの言葉を別の言葉に、一つの節を別の節に変えます。

提 出 者： ひろしまクラブ
修正箇所： 　ITC-J　カウンスルNo.4　細則　2.年会費　2.1.　　
「細則」を入れましょう
修正方法： 　削除して挿入　
修正案文： 「4000円」を削除して、「6000円」を挿入する
	現　行　表　記
	修　正　後　表　記

	2.1.　年会費はカウンスル会報代を含み、一人につき4000円をクラブに所属の者はクラブを通じて支払う。
	2.1.　年会費はカウンスル会報代を含み、一人につき6000円をクラブに所属の者はクラブを通じて納める。


　　　　　　　　　左右に現行細則と修正後の表記を書き入れます。

提案理由：　　・・・・・・
備考：この修正案が可決されると、カウンスルNo.4第40期より有効となる。
　　カウンスルNo.4会則/細則には採択されたら、いつから有効となるかの記載
がないので、備考に有効となる期日を書いておかないと、可決されたらすぐ(ロバート議事規則に従います)有効となります。年会費の場合、備考に来年度40期から有効と記載した方がいいですね。

皆様に質問
1 年１度しか大会のないITC-Jの場合は、修正案が可決されたらいつから有効になるのでしょう？
(修正案の「備考」に有効になる日にちの記載がない場合とします。
なお、ITC-J会則には採択されたら有効となる日にちが書いてあります。)　
2 そうしたくない場合(即座に有効としたい/再来年度から有効にしたい場合)は、どうしますか?

2 置き換えの場合
　　　　　　節以上を変更します。
置き換えの場合、置き換える全文を
書かないこともあります。


提 出 者： ひろしまクラブ
修正箇所： ITC-J　カウンスルNo.4　細則　2.年会費　2.1.
修正方法： 置き換え
修正案文： 「年会費はカウンスル会報代を含み、1名につき6000円をクラブを通
じて支払う。」と置き換える。
	現　行　表　記
	修　正　後　表　記

	2.1.　年会費はカウンスル会報代を含み、一人につき4000円をクラブに所属の者はクラブを通じて支払う。
	2.1.　 年会費はカウンスル会報代を含み、1名につき6000円をクラブを通じて支払う。


　　　　　　必ず、左右に現行細則と修正後の表記を書き入れます。

提案理由(例)：
1)ITCの時はクラブに所属しない無所属会員等がいたが、現在カウンスルNo.4会員
はすべて、クラブに所属しており、年会費はクラブを通じて支払っているので、
「クラブに所属の者は」を削除する。また2.2.には「１名」となっているので変更。
2)繰越金がこれ以上少なくなると、予算に縛られた窮屈なカウンスル運営となる。その年度により柔軟な企画が建てることが出来る経済的な余裕を持ちたい。年会費値上げが必要である。
3)ITC-Jの前身であるITCの時には、4か所(ITC　日本リージョン　カウンスルNo.4　所属クラブ)に会費を支払っていた。ITC-Jになり1万円余りであった
ITCの支払いがなくなっている。
備考　　・・・・・


皆様に質問　修正により変わってくる条項番号の変更などは、会則・決議委員会の任務となります。カウンスル会則には、どう書かれているのでしよう。
「一人」を「１名」に変える作業も、会則・決議委員会の任務に入れてもいいですね。その場合、会員に「変えました」と言う通達が必要となります。
